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2 月 12 日（火）、三重県勤労者福祉会

館において、昨年 12 月に国会で成立、

交付された水産政策の改革関連法に基

づく説明会が行われ、各漁協の組合長、

理事、関係団体等、約 160 名が出席し

た。 

冒頭、本会湯浅会長より、「水産政策

の改革の内容が発表された当初、マスコ

ミ等で様々な角度から取り上げられ、一

部ではセンセーショナルな表現で取り

ざたされたこともあり、浜からは不安の

声も多く聞かれた。今回、関連法案が成

立されたことを受け、再度皆さんに国の

考え方をしっかりと確認していただく

機会を持たせていただいたので、説明を

しっかりと聞き、疑問点等余すことのな

いようにして頂きたい。」と挨拶があっ

た。 

その後、水産庁の担当官から、「漁業

法等の一部を改正する等の法律」等に 

 

 

 

 

 

ついて説明があった後、各浜の代表者、

理事者から意見や質問が相次いだ。 

なお、本法案については、今後 2 年

以内に施行されることになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 8 日（金）津ビルにおいて、平成

30 年度三重県漁村青年交流会があり、

各漁協青壮年部、漁協職員ら約 30 名が

参加した。本交流会は、青壮年部員と組

合職員を対象に講演会を実施し、「水産

政策の改革と組合の役割」について理解

を深め、青年部の連携強化等、今後の活

動について情報交換する機会として開

催された。 

講演では、東京海洋大学准教授 工藤

貴史氏より、『漁業協同組合の今日的役

割－水産政策の改革を踏まえてー』と題し、

一連の「水産政策の改革」を踏まえて、沿

岸漁業の展望と課題、他県の先進事例を

用いて、漁業協同組合に期待される役割

の重要性について行われた。その後の意
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「水産政策の改革」に係る説明会 

－2/12(火) 三重県勤労者福祉会館― 

平成 30年度 三重県漁村青年交流会 

－2/8(金) 津ビル― 
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見交換会では、青壮年部員から積極的な

意見や質問もあり、「水産政策の改革」に

対する関心の高さが伺え、盛況のうちに閉

会した。 

 

 

 

2 月 19 日（火）に、水産会館（津市）

において平成30年度決算税務研修会が

開催され、漁協職員の担当者ら約 40名

が参加した。 

 研修内容は、『申告の注意点と消費税

軽減税率制度について』を津税務署 柳

瀬正徳氏より、『消費税軽減税率制度へ

の対応について』を JF全漁連信用組織

指導部 渡邊裕太氏より説明があり、主

に本年 10月１日からの軽減税率制度へ

の移行に伴う留意点、また、軽減税率制

度の開始に伴い、レジや受発注システム

を導入・改修する事業者への国の補助制

度について説明があった。補助制度の詳

細については、以下の URLをご覧頂きた

い。（http://kzt-hojo.jp/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 16 日（土）、松阪のり流通センター

において、第 28 回熊野灘の漁業を考える

「水産業における ICT 活用の現状と課題」

が開催された。主催は水産海洋地域研究

集会。当日は、産官学等多方面から話題

提供があり、出席者と活発な意見交換が

行われた。発表内容については以下の通

り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な予定】 

○2 月 22 日（金） 

・第 6 回黒のり共販（松阪） 

・磯焼け対策全国協議会（東京） 

○2 月 23 日（土） 

・水産多面的機能発揮対策シンポジウム 

○2 月 28 日～3 月 1 日（木・金） 

・全国青年・女性漁業者交流大会（東京) 

○3 月 1 日（金） 

・第 4 回青さのり共販（松阪） 

 
本文の無断転載・転用等は固くお断りします。 

 

 

 

第 28 回熊野灘の漁業を考える 

｢水産業における ICT活用の現状と課題」 

2/16（土）松阪のり流通センター 

平成 30年度 

決算税務研修会 

－2/19（火）水産会館－ 
 [発表内容] 

1．水産業における ICT活用の先行事例 

～三重県における衛星リモートセンシング技術の活用～ 

 三重県水産研究所 久野 正博 氏 

2．魚類養殖における飼育管理への ICT 活用事例  

三重外湾漁協 橋本 純 氏 

3．鳥羽商船高等専門学校における取組 

       鳥羽商船高等専門学校 江崎 修央 氏 

 ①ドローンと水中カメラによるアカモクの資源管理 

       鳥羽商船高等専門学校 齋藤 勇馬 氏 

 ②スマートフォンを用いた海苔養殖の画像閲覧 

       鳥羽商船高等専門学校 尾崎 瑠海 氏 

 ③人工知能を用いた海面養殖向けの自動給餌 

        鳥羽商船高等専門学校 河口 祭 氏 

4．水質データと漁獲量データを組み合わせた機械学習に

よる漁獲量推定 

      東大院新領域 鈴木翔太・多部田 茂 氏 

5．三重県水産業における ICT 導入の検討 

         三重県水産研究所 笹木 大地 氏 

（東京） 
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